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まえがき

　わが国の国土の均衡のある発展を担った「国土総合開発計画」は、

2005 年に「国土形成計画」へと変更され、少子高齢化の成熟社会に向

けた新たな内容へと転換を遂げた。同計画は８つの地域で国と都道府県

が協働して「広域地方計画」が作成される二層構造が特徴である。但し、

これまでの広域地方計画では、新たな発展構想が必要な地域が取り残さ

れているものも見受けられる。

　本提言は、そのような地域に焦点を当てた地域圏域計画を民間から提

言するものである。

　その第二弾として、現行の北海道総合開発計画を民間から強力に支援

する立場から、「北海道」を検討の対象とした。

　この地域が有する雄大な自然環境と、農林水産業や自然エネルギー等

の資源特性を最大限に活かし、SDGs に配慮しながら、経済の再活性化と

人口減少問題にも対応するための新たな地域圏域計画を構想したもので

ある。私たちの構想が同じような状況に置かれている全国の地域圏のモ

デルになれば幸いである。

日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）
副会長

東京都市大学　名誉総長
中村　英夫
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S
D
G
s
時
代
の
新
た
な
地
方
活
性
化
に
向
け
て

～
自
然
環
境
の
保
全
・活

用
と
交
流
を
通
じ
た

持
続
的
発
展
に
よ
る
北
海
道
の
総
合
開
発
～

J
A

P
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■
人

口
減
少
へ
の
適
切
な

対
応

北
海
道
は
脆
弱
な
経
済
構
造
な
ど
を
背
景
と
し
て
近
年
は
人
口
減
少
が
顕
著
。

対
全

国
比
で
4
.1
％
（2

0
2
0
年

）か
ら
3
.6

％
（2

0
5
0
年

）に
減

る
見

通
し
。

⇒
人
口
定
着
に
向
け
た
雇
用
開
発
な
ど
が
大
き
な
課
題
。

■
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
多
雪
・寒

冷
な
気
候
な
ど
を
背
景
に
C
O
2
排
出
量
（/
人
）は

全
国
一
高
い
水
準
。

そ
の
一
方
で
全
国
の
3
割
を
超
え
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
賦
存
。

⇒
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
・脱

炭
素
は
最
優
先
目
標
。
新
た
な
農
林
水
産
業
や
半
導
体
・

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
展
開
に
よ
り
雇
用
面
で
も
大
き
な
効
果
を
期
待
で
き
る
。

■
道
内
「分

権
」等

に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
構
造
の
実
現

広
域
分
散
型
の
地
域
構
造
に
よ
り
医
療
・介

護
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
極
め
て
難
し
い
状
況
。

し
か
し
な
が
ら
対
災
害
・対

感
染
症
の
観
点
で
は
広
域
分
散
は
リ
ス
ク
分
断
に
む
し
ろ
効
果
的
。

⇒
遠
隔
医
療
な
ど
Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
よ
り
地
方
で
の
定
住

が
可
能
と
な
る
新
し
い
仕
組
み
が
必
要
。

⇒
旭
川
、
函
館
、
釧
路
な
ど
の
中
核
都
市
の
活
性
化
に
向
け
た
道
内
「分

権
」等

の
さ
ら
な
る
推
進
。

⇒
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
を
活
か
し
た
持
続
的
な
観
光
開
発
。

■
効

率
的
な
交
通
基
盤
の

整
備

2
0
2
4
年
問
題
も
踏
ま
え
季
節
繁
閑
や
片
荷
の
是
正
が
不
可

欠
。
産
地
保
管
・産

地
加
工
も
重
要
課
題
。

⇒
人
流
・物

流
効
率
化
に
向
け
た
持
続
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
が
引
き
続
き
重
要
。

は
じ
め

に
─

北
海

道
の

主
要

課
題

と
持

続
的

発
展
に
向
け
た
基
本
方
向
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a
）
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
展
開

北
海

道
経

済
の

主
要

な
展

開
方

向
と
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｂ
）デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成

ｄ
）プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備

e
）サ

イ
ク
ル

＆
ト
レ
イ
ル

ル
ー
ト
整

備

ｈ
）札

幌
環

状
高

速
道

路
の

整
備

ｆ
）マ

ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・強

化

i）
津

軽
海

峡
ト
ン
ネ
ル

（第
二

青
函

）の
整

備

ｇ
）高

速
鉄

道
の

新
千

歳
・旭

川
延

伸

＜
実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

＜
北
海

道
経
済
の
主
要
な
展
開
方
向
＞

１
．
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用

２
．
新
し
い
農
林
水
産

業
の

展
開

３
．
半

導
体

な
ど

を
核

と
し
た

産
業
集
積

４
．
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
観
光
振
興

５
．
地
方
分
権
の
推
進

６
．
持

続
的

な
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備

ｃ
）自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
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【基
本
的
な
方
向
性
】

■
北

海
道

は
自

然
エ
ネ
ル

ギ
ー

に
大

き
な

ポ
テ

ン
シ
ャ
ル

を
持

つ
（
表

①
）
一

方
、
需

給
格

差
が

大
き

な
課
題
。

■
本

州
と

結
ぶ

送
電

線
の

増
強

が
重

要
で

あ
る

と
と
も

に
、
半

導
体

産
業

や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
な

ど
電

力
多

消
費

型
の

産
業

の
誘

致
な

ど
に

よ
り
、
北

海
道

内
の

送
電

網
も
増

強
し
ク
リ
ー
ン
電

源
を

活
か

し
た
地
域
振
興
が
よ
り
重

要
。

■
洋

上
風

力
発

電
の

展
開

が
主

体
と
な

る
も
の

の
、

住
宅

用
の

太
陽

光
発

電
や
バ
イ
オ
マ
ス
熱

電
供

給
な

ど
身

近
な

自
然

エ
ネ
ル

ギ
ー
活

用
に
重

点
化

し
、

北
海

道
の

カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
推

進
し
て

い
く
こ
と
が
最
重
要

（表
②
③
）。

１
.自

然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

活
用

北
海
道

同
シ
ェ
ア

東
北

東
京

北
陸

中
部

関
⻄

中
国

四
国

九
州

沖
縄

全
国

太
陽
光

2,
03
3

5.
7

4,
58
9

8,
40
4

1,
63
4

4,
68
1

3,
93
1

3,
27
6

1,
74
1

5,
33
1

33
8

35
,9
58

⾵
⼒

53
,1
37

31
.6

28
,3
85

8,
95
8

4,
75
0

4,
85
1

4,
08
9

12
,8
56

5,
09
1

37
,8
39

7,
94
8
16
7,
90
4

中
⼩
⽔
⼒

83
9.
2

27
5

10
1

91
15
2

21
42

26
10
2

0
90
1

地
熱

84
10
.7

39
9

84
0

53
0

0
0

16
4

0
78
5

表
①

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

⽯
炭
⽕
⼒

⽯
油
⽕
⼒

LN
G⽕

⼒
原
⼦
⼒

陸
上
⾵
⼒

洋
上
⾵
⼒

20
20
年

12
.5

26
.7

10
.7

11
.5
〜

19
.8

30
20
30
年

13
.6
〜
22
.4
24
.9
〜
27
.6
10
.7
〜
14
.3

11
.7
〜

9.
8〜

17
.2

25
.9

太
陽
光

（
事
業
⽤
）

太
陽
光

（
住
宅
）

⼩
⽔
⼒

地
熱

バ
イ
オ
マ
ス

（
専
焼
）

20
20
年

12
.9

17
.7

25
.3

16
.7

29
.8

20
30
年

8.
2〜

11
.8

8.
7〜

14
.9

25
.2

16
.7

29
.8

14
.4

11
.6
6

14
.2
3

32
.8
6

26
.6
5

05101520253035
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May-20

Jul-20

Sep-20

Nov-20

Jan-21

Mar-21

May-21

Jul-21

Sep-21

Nov-21

Jan-22

Mar-22

May-22

Jul-22

Sep-22

Nov-22

Jan-23

Mar-23

政
策
コ
ス
ト
含
む

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
「自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
」

・「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
」

・「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

表
②

主
要
電
源
別
発
電
コ
ス
ト
（円

/
k
W
h
）

表
③

足
元
の
石
炭
火
力
の
発
電
コ
ス
ト
の
推
移
（円

/k
W
h
）
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■
気
候
変
動
に
よ
り
、
当
面
の
間
、
北
海
道
が
よ
り
農
業

の
適

地
に

な
る
と
の

予
測

も
あ

る
も
の

の
、
持

続
可

能
な
農
業
の
実
現
に
向

け
以

下
が

必
要

・農
薬
使
用
の
低
減
（2

0
5
0
年
ま
で
に
△
5
0
％
）

・化
学
肥
料
使
用
の
低
減
（同

△
3
0
％
）、

・
有
機
農
業
の
取
組
み
面
積
割
合
の
拡
大
（
2
5
％
）

等
（
農
水
省
「み

ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」）

２
．
新
し
い

農
林

水
産

業
の

展
開

→
必
要
な
基
盤
整
備
、
D
X
化
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

土
壌
改
良
に
作
物
残
渣
や
家
畜
糞
尿
な
ど
を
活

か
し
、
よ
り
循
環
的
な
農
業
を
目
指
し
て
い
く
方
向
が
求
め
ら
れ
る
。

■
主

要
分
野
の
展
開
方
向

稲
作

：
食

味
に
加

え
て
更

な
る
収

量
向

上
を

実
現

し
、
飼

料
用

や
米

粉
な

ど
の

用
途

拡
大

や
輸

出
を
促
進
。

酪
農
：

飼
料
用
穀
物
の
国
内
栽
培
促
進
に
加
え
、
自
給
飼
料
の
飼
育
へ
の
転
換
。

畑
作

：
大

規
模

化
に

対
応

し
た

省
力

化
技

術
の

実
装

と
伴

に
、
生

産
品

目
の

拡
充

、
自

然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
型
の
通
年
農
業
な
ど
を
展
開
。

■
水
産
業
も
、
気
候
変
動
に
よ
り
魚
種
の
変
動
が
続
い
て
お
り
、
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
が
必
要
。

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
」

【基
本
的
な
方
向
性
】

地
球
温
暖
化
が
⽔
稲
の
収
量
に
及
ぼ
す
影
響

出
典
：
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
「
地
球
温
暖
化
が

農
林
水
産
業
の
与
え
る
影
響
と
対
策
」よ

り
引
用
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＜
我

が
国

半
導

体
復

活
の

基
本
戦
略
＞

の
習

得
・国

内
で
の
確
立

技
術

な
ど
の

実
現

３
．
半
導

体
な

ど
を
核

と
し
た

産
業

集
積

■
ラ
ピ
ダ
ス
は

、
ま
だ

実
現

し
て
い

な
い

2
ナ
ノ
の

ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
量
産
を
目
指
す
計
画
。

雇
用

の
量

の
み

な
ら
ず

質
の

向
上

、
関

連
産

業
の
集
積
な
ど
、
大
き
な
波
及
効
果
を
期
待
。

■
半

導
体

製
造

、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
も
に

電
力

多
消

費
型

の
産

業
と
位

置
づ

け
ら
れ

、
北

海
道

に
お

け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
相
ま
っ
て
、
こ
う
し
た
産
業
の
立
地
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
採

算
性

確
保

が
事

業
成

否
の

カ
ギ

。
実

現
に

向
け

た
政

府
の

さ
ら
な

る
支

援
、
顧

客
獲

得
に

向
け

た
関

係
先
と
の
連
携
強

化
な

ど
が

不
可

欠
。

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
」

【基
本
的
な
方
向
性
】

■
わ
が
国
半
導
体
産
業
復
活
の
基
本
戦
略
の
柱
の
１
つ
が
、
千
歳
で
の
ラ
ピ
ダ
ス
の
立
地
。

千
歳

で
ラ
ピ
ダ
ス
が

ロ
ジ
ッ
ク
半

導
体

工
場

を
建

設
2
ナ
ノ
ロ
ジ
ッ
ク
半

導
体

（現
在

3
ナ
ノ
が

最
微

細
）を

IB
M
と
共

同
開

発
ト
ヨ
タ
自

動
車

、
N
T
T
な
ど
8
社

が
出

資
投

資
額

5
兆

円
（
う
ち
開

発
・
試

作
2
兆

円
、
量

産
3
兆

円
）

雇
用

者
数

約
1
千

人
（建

設
時

最
大

6
千

人
）

石
狩

市
で
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

集
積

札
幌

～
苫

小
牧

で
の

先
端

産
業

集
積

北
海

道
バ
レ
ー
構

想
の

概
要

資
料

：
新

聞
情

報
な
ど
を
も
と
に
J
A
P
IC

作
成
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４
．
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観

光
振

興

■
今

後
の

発
展

が
期

待
さ

れ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

は
、
S
D
G
s
や

カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推

進
を

前
提

と
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
と
符
合
。

■
必
要
と
な
る
も
の

・観
光
地

：持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
経
済
、
文
化
、
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

・
観

光
業

界
：
効

果
的

で
持

続
可

能
な

経
営

管
理

の
明

示
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

社
会

的
経

済
的

利
益
、
文
化
遺
産
の
魅
力
、
環
境
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
、
悪
影
響
や
負
荷
の
最
小
化

■
消

費
単

価
や

域
内

調
達

率
の

向
上

が
、
関

係
従

業
者

の
処

遇
向

上
や

地
域

経
済

へ
の

波
及

に
つ

な
が

る
と
供

に
、
観

光
事

業
の

持
続

性
確

保
の

基
本

と
な

る
。
ガ

イ
ド
活

用
な

ど
に
よ
る
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
が
大
き
な
流
れ
。

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
」

・「
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル

ー
ト
整

備
」

【基
本
的
な
方
向
性
】

■
持

続
可

能
な

観
光

を
推

進
す
る
国

ラ
ン
キ
ン
グ
で

、
対

象
7
8
か

国
の

う
ち
日

本
は

5
3
位

。
取

組
み

の
遅

れ
が

顕
著

。

■
事
業
者
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
。
加
え
て
、
地
域
を
挙
げ
て
の
取
組
み
が
重
要
。

（新
型

コ
ロ
ナ
前

の
北

海
道

観
光

の
イ
メ
ー
ジ
）

・観
光

客
数

、
消

費
単

価
、
域

内
調

達
率

の
拡

大
に

取
組

む
も
の

の
、
現

状
は
外

国
人

観
光

客
の

牽
引

に
よ
っ
て
観

光
客

数
の

み
増

加
し
て
お
り
、
消

費
単

価
、
域

内
調

達
率

は
限

定
的

・自
然

環
境

や
生

活
環

境
を
脅

か
す
負

の
イ
ン
パ
ク

ト
の

存
在

（ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

北
海

道
観

光
の

目
指

す
方

向
性

イ
メ
ー
ジ
）

・観
光

客
数

の
さ
ら
な
る
増

加
に
加

え
、
消

費
単

価
及
び

域
内

調
達

率
の

拡
大

を
戦

略
的

に
推

進
・観

光
地

と
し
て
の

維
持

、
国

際
的

な
社

会
責

任
と

し
て
S
D
G
s
や
C
N
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の

実
現

に
向

け
た
取

組
み
の

推
進

・S
D
G
s
や
C
N
の

潮
流

を
制

約
で
は
な
く
機

会
と

捉
え
、
先

進
的

な
取

組
で
3
要

素
の

拡
大

へ
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５
．
地
方

分
権

の
推
進

（
な

お
、
札

幌
一

極
集

中
は

、
失

業
者

や
高

齢
者

を
主

体
と
す
る
人

口
集

中
と
い

う
側

面
を

持
ち
、
そ
う
し
た

観
点

か
ら

も
「札

幌
一
極
集
中
が
道

内
の

地
方

部
の

衰
退

の
要

因
」と

す
る
見

方
は

必
ず
し
も
正

し
く
な

い
）

■
道

内
の

分
権

推
進

の
た

め
に

、
札

幌
圏

以
外

の
複

数
の

圏
域

単
位

で
の

権
限

移
譲

が
考

え
ら
れ

る
。

道
内

の
札

幌
圏

以
外

の
圏

域
を

人
口

規
模

や
地

域
特

性
に
応

じ
て
３
～

4
の

圏
域

と
捉

え
、
中

心
都

市
に
思
い
切
っ
た
権
限
移
譲
を
図
り
、
独
自
の
政
策
遂
行
な
ど
を
通
じ
て
地
域
振
興
を
図
る
。

■
従
来
の
地
方
分
権
議
論
は
、
道
州
制
が
中
心
。
北
海
道
で
も
道
州
制
特
区
な
ど
の
推
進
が
図
ら
れ

た
が
、
効
果
は
ほ
と
ん
ど
実
感
で
き
な
い
。

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・本
項
目
に
つ
い
て
は
、
制
度
論
と
な
る
た
め
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
は
行
っ
て
い
な
い
。

【基
本
的
な
方
向
性
】

■
東

京
一

極
集

中
と
と
も
に

、
札

幌
一

極
集

中
が

道
内

地
方

の
人

口
減

少
を

も
た

ら
し
て

い
る
と
言

わ
れ

て
き

た
が

、
そ
の

背
景

と
し
て

、
行

政
機

能
等

の
適

切
な

地
方

分
権

が
進

ま
な

か
っ
た

こ
と

で
、
函

館
市

、
旭

川
市

、
釧

路
市

と
い

っ
た

地
方

中
核

都
市

が
衰

退
し
て
い

る
こ
と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

■
基

礎
自

治
体

の
行

政
力

の
強

化
の

た
め

に
は

、
地

方
振

興
局

の
活

用
も
課

題
。
社

会
資

本
整

備
な

ど
の
広
域
行
政
を
振
興
局
が
担
っ
て
い
く
よ
う
な
分
権
化
も
重
要
。
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６
．
持
続

的
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■
鉄

道
：

北
海

道
新

幹
線

の
早

期
札

幌
延

伸
と
高

速
化

に
加

え
、
一

定
の

輸
送

密
度

を
持

つ
路

線
へ

の
重
点
化
を

図
る
。

■
道
路
：

全
国
（8

2
％
）に

比
し
て
低
い
高
規
格
道
路
の
整
備
進
捗
率
（6

0
％
）に

対
処
し
て
、

道
内
の
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
て
整
備
を
促
進
。

【実
現
に
必
要
な
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・「
マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・強

化
」

・「
高
速
鉄
道
の
新
千
歳
・旭

川
延

伸
」

・「
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整

備
」

・「
津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（第

二
青

函
）の

整
備
」

【基
本
的
な
方
向
性
】

■
航
空
：

欧
米
路
線
の
誘
致
に
加
え
、
さ
ら
な
る
道
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
推
進
。

■
青

函
ト
ン
ネ
ル

共
用

走
行

問
題

解
決

に
向

け
て

は
、

貨
物

新
幹

線
の

整
備

や
海

上
輸

送
へ

の
代

替
な

ど
、

多
面

的
な

検
討

が
望

ま
れ

る
が

、
北

海
道

新
幹

線
の

早
期

札
幌

延
伸

と
高

速
化

の
実

現
が

最
優

先
事

項
。

■
抜

本
的

な
物

流
効

率
化

と
コ
ス
ト
軽

減
の

実
現

に
は

、
第

二
青

函
ト
ン
ネ
ル

の
建

設
な

ど
が

不
可

欠
。

道
内
の
主
要
交
通
基
盤

出
典
：北

海
道
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2
0
2
0
_交

通
（
北

海
道

）
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提
言

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

】

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興

②
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

【新
し
い
農
林
水
産
業
の

展
開

】

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興

（前
掲
）

【半
導
体
な
ど
を
核
と
し
た

産
業

集
積
】

②
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成

（前
掲
）

【サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興
】

④
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備

⑤
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル

ル
ー
ト
整

備

【持
続
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

⑥
マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・強

化
⑦

高
速
鉄
道
の
新
千

歳
・旭

川
延

伸
⑧

札
幌
環
状
高
速
道

路
の

整
備

⑨
津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル

（第
二

青
函

）の
整

備
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
22
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興

①
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北
海

道
の

農
林

水
産

業
の

現
状

と
課

題

■
資
源
・エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
ひ
っ
迫
、
価
格
高
騰

北
海

道
の

農
業

・
水

産
業

は
、
わ

が
国

食
料

自
給

率
を

下
支

え
し
て

い
る

が
、
化

学
肥

料
、
農

薬
、
家

畜
用

飼
料

な
ど

の
高

騰
に

よ
り
深

刻
な

影
響

を

受
け
て
い
る
。

■
北
海
道
経
済
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
位
置
づ
け

大
規
模
農
業
経
営
な
ど
食
料
生
産
の
優
位
性
が
あ
る
一

方
、
地
域
の
維
持

が
困
難
と
な
る
ま
で
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら

、
第
一
次
産
業
及

び
関
連
産
業
の
雇
用
創
出
に
よ
る
地

方
創

生
が

重
要

。

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
気
候
変
動
等
へ
の
対
応

温
暖
化
の
進
展
は
、
北
海
道
農
業
で
は
収
量
増
加
な
ど
好
影
響
も
期
待
さ

れ
る
。
一
方
、
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
か
ら
の
脱
却
な
ど
農
業
に
お
け

る
脱
炭
素
化
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
農
業
は
収
穫
・出

荷
が
出
来
秋
に
集
中
す
る
な
ど
季
節
性

が
強
く
、
過
剰
な
物
流
コ
ス
ト
、
人
手
不
足
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

、

豊
富
な
賦
存
量
を
有
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・活

用
に
よ
り
通
年
供

給
型
農
業
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

⼩
⻨
､⼤
⾖
､飼
料
､油
脂
類
の
⼤
部
分
を
輸
⼊
に
依
存

貨
物

列
車

に
よ

る
品

目
別

輸
送

量
（
月

別
）

出
典

：日
本

貨
物

鉄
道

株
式

会
社

輸
送

実
績

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
】

出
典

：
「
知

っ
て
る
？

日
本

の
食

料
事

情
2
0
2
2
」
農

林
水

産
省
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｢
グ

リ
ー

ン
農

水
産

業
の

創
出

｣
の

提
言

■
農
業
生
産
の
グ
リ
ー
ン
化

家
畜
排
せ
つ
物
、
農
作
物
残
渣
を
は
じ
め
、
下
水
汚
泥
等
の
肥
料
利
用
拡
大
に
よ
っ
て
、
資
源
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
り
、
徹
底
し
た
農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
と
農
業
生
産
の
増
大
の
両
立
を
実
現
。

■
農
産
物

加
工

等
に
よ
る
季

節
性

の
克

服
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
の
地
元
保
管
、
産
地
に
お
け
る
加
工
品
の
開
発
・拡

大
を
推
進
し
、
年
間
を
通
じ
た
農
産
物

等
の
流
通
量
の
平
準
化
を
図
り
、
物
流
コ
ス
ト
の
抑
制
、
人
手
不
足
問
題
の
解
消
に
資
す
る
。

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用

型
農

業
に
よ
る
地

域
の

雇
用

創
出

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
併
せ
て
先
端
技
術
を
実
装
し
た
施
設
園
芸
（野

菜
、
花
き
等
）に

よ
り
、
多
様
な
品
目

の
通
年
で
の
安
定
供
給
を
実
現
し
、
地
域
に
お
け
る
新
た
就
業
機
会
を
創
出
す
る
。

■
気
候
変

動
に
対

応
し
た
水

産
業

の
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
化

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
完
全
閉
鎖
型
陸
上
養
殖
の
展
開
に
よ
り
、
温
暖
化
に
伴
う
漁
獲
量
変
動
等
の
リ
ス

ク
回

避
に
つ
な
げ
る
。

養
殖
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
人
工
海
水
や
鮮
度
保
持
な
ど
の
先
端
技
術
を
実
装
し
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付
加
価
値

化
（寄

生
虫
の
い
な
い
サ
ケ
マ
ス
等
）を

実
現
す
る
。

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
】



1918

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
進

方
策

■
多
収
化
を
図

る
品
種

改
良

な
ど
技

術
開

発
の

推
進

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
に
つ
い
て
病
害
虫
等

に
強
い
多
収
品
種
の
開
発
を
推
進
。

超
多
収
米
や
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
品
種
開
発
と
と
も
に
、
加
工
調
整
施
設
な
ど
流
通
体
制
を
整
備
。
窒
素

固
定
や
乳
牛
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
抑
制
等
に
資
す
る
微
生
物
活
用
技
術
の
開
発
。

■
北
海
道
型
施

設
園

芸
な
ど
ス
マ
ー
ト
農

業
技

術
の

実
装

積
雪
寒
冷
な
気
候
に
耐
え
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等

を
含

め
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
園
芸
施
設
の
整
備
。
低
コ
ス

ト
で
小
規
模
生
産
に
も
適
合

す
る
北
海
道
型
施
設
の
開
発
と
普
及
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
実
装
に
適
合
し
た
農

道
、
暗
渠
排
水
、
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を
推
進
。

■
農
山
漁
村
に
お
け
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ

ー
活

用
の

推
進

■
官
民
連

携
の

推
進

（食
品

事
業

者
、
廃

棄
物

事
業

者
等

と
の

連
携
）

作
物
残
渣
や
林
地
残
材
、
食
品
産
業
か
ら
の
廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
等
の
肥
料
や
家
畜
飼
料
と
し
て
の
利
用
拡
大
を

推
進
。

国
産
農
耕
飼
料
の
流
通
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
材
リ
ー
ス
等
外
部
支
援

組
織
の
育
成
、
流
通
事
業
者
と
連
携
し
た
長

期
貯
蔵
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
を
推
進
。

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
】
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出

典
：北

海
道

農
業

業
・農

村
振

興
審

議
会

資
料

よ
り

出
典

：
苫

東
フ
ァ
ー
ム
（
農

林
水

産
省

補
助

）
の

概
要

を
基

に
作

成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
農
水
産
業

に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進

と
持
続
的
な
食
料
生
産
の
実
現
。

■
生
産
量
の

増
大

と
輸

出
促

進
を
通

じ
た
食

料
自

給
率

の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
化
。

■
地
域
の
雇

用
創

出
を
通

じ
た
、
北

海
道

に
お
け
る
持

続
的

な
「
生
産
空
間
」
の
実
現
。

■
道
内
に
お
け
る
冬

季
の

野
菜

等
の

安
定

供
給

と
価

格
・コ

ス
ト
低
下
。

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
】
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成

(G
X
関
連
先
端
産
業
の
振
興
)

②
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北
海

道
の

特
徴

を
活

か
し

た
新

規
産

業
の

必
要

性

■
北
海
道
の
優
位
性
(他

地
域
と
の
差
別
化
要
因
）

＜
自

然
・気

候
＞

・
広
大
な
土
地
(苫

東
な
ど
も
の
づ
く
り
拠
点
）

・
冷
涼
な
気
候
(デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
冷
却
に
有
利
)

・
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
(洋

上
風
力
な
ど
)

＜
物
流
・人

流
拠
点
＞

・大
規
模
海
運
(石

狩
湾
新
港
、
苫
小
牧
港
)

・大
規
模
空
輸
(新

千
歳
空
港
)

・
新

た
な
陸
運
軸
(新

幹
線
札
幌
延
伸
)

■
宇
宙
産
業
と
し
て
の
優
位
性
(大

樹
町
)

・大
樹
町
は
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
、
右
記
に
優
れ
て
お
り
、

世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
戦
え
る
素
地
有
り
。

■
北
海
道
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、

農
業
・観

光
に
加
え
て
新
た
な
産
業
が
必
要

【デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
(G

X
関
連
先
端
産
業
の
振
興
)】

出
典

：
「
北

海
道

半
導

体
・
デ
ジ
タ
ル
関

連
産

業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
(北

海
道

)」
(2

0
2
4
年

4
月

)の
図

版
を
J
A
P
IC

に
て
一

部
加

筆

大
都
市
圏
に

近
い

【
優
位
な
点
】

・南
東
に
開
け
て
い
る
こ
と

・海
岸
沿
い
に
生
活
道
路
が
無
い
こ
と

・空
域
制
限
(
米
軍
な
ど
)
が
少
な
い
こ
と

・晴
天
が

多
い

こ
と

・複
数
の
射
場
設
置
が
可
能
な
こ
と

・地
元
協
力
体
制
が
あ
る
こ
と

な
ど

●
⾵
⼒
：
１
２
か
所

●
太
陽
光
：
８
か
所

●
バ
イ
オ
マ
ス
：
７
か
所

●
地
熱
：
２
か
所

●
洋
上
⾵
⼒
有
望
区
域

⼤
樹
町

苫
⼩
牧
港

⽯
狩
湾
新
港

新
千
歳
空
港

新
幹
線

札
幌
延
伸

再
⽣
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
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｢
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

集
積

と
デ

ー
タ

ハ
ブ

の
形

成
(
G

X
関

連
先

端
産

業
の

振
興

)
｣
に

つ
い

て
の

提
言

■
北
海
道
バ
レ
ー
構
想

⇒
室
蘭
～
苫
小
牧
～
千
歳
～
札
幌

～
石
狩

の
太

平
洋

側
か
ら

日
本
海
側
に
至
る
一
帯
を
デ
ジ
タ
ル
、
再

エ
ネ
関

連
産

業
の

一
大
集
積
地
と
す
る
。

■
日

本
の

情
報
通
信
拠
点
化

⇒
冷
涼
な
気
候
や
再
エ
ネ
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
道
内
に
誘
致

⇒
海
外
と
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
げ
施
設
を
誘
致

■
宇

宙
版

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想

出
典
：
⼤
樹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「宇
宙
港
を
核
と
し
て
航
空
宇
宙
関
連
産
業
が
集
積
し
、

研
究
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進

さ
せ
、
雇

用
や
観

光
、

人
口
増
加
を
も
た
ら
し
、
日
本
そ
し
て
世
界
の
社
会
課
題
解

決
と
経
済
発
展
、
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
こ
と
」

《宇
宙
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
宇
宙
の
六

次
産

業
化

》
①
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
上

げ
実
施
（
１
次
産
業
）

②
ロ
ケ
ッ
ト
や
衛
星
な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
地
域
で
実
施

(２
次
産
業
)

③
衛
星
デ
ー
タ
利
用
(３

次
産
業

)

「
北
海
道
バ
レ
ー
構
想
」

の
エ
リ
ア洋
上
⾵
⼒
発
電

(⽯
狩
市
沖

)

ラ
ピ
ダ
ス
が
次
世
代

半
導
体
⼯
場
を
建
設

(千
歳
市

)

国
際
海
底
ケ
ー
ブ
ル
接

続
構
想

(苫
⼩
牧
市

)

稚
内
市

北
⾒
市 釧
路
市

帯
広
市

旭
川
市

美
唄
市

岩
⾒
沢
市

⽯
狩
市

⼩
樽
市 札
幌
市

苫
⼩
牧
市

函
館
市

(2
02

4年
3⽉

末
時
点
JA
PI
C調

べ
)

凡
例

●
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
済
・
事
業
中

〇
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計
画
中

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
分

布
状

況

【デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
(G

X
関
連
先
端
産
業
の
振
興
)】
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
進

方
策

■
共
通

・円
滑
な
事
業
推
進
や
国
際
競

争
力

向
上

の
た
め
、
「国

家
戦

略
特
区
」等

を
活
用
し
た
規
制
緩
和
が
必
要

⇒
「G

X
金
融
・資

産
運
用
特
区
」を

活
用
し
、
G
X
産
業
集
積
と
金
融
機
能
強
化
を
推
進

⇒
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
運
営
や
宇
宙
産
業
集
積
の
た
め
、
国
際
基
準
を
念
頭
に
し
た
「宇

宙
特
区
」の

創
設

■
北
海
道
バ
レ
ー
構
想
・日

本
の
情
報
通
信
拠
点
化

・
ハ
イ
テ
ク
分
野
な
ど
の
人
材
確

保
⇒

快
適

に
生

活
で
き
る
基

盤
の

創
出

・
雪

氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

⇒
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

冷
却

・
計

画
中
の
鉄
道
網
・
道
路
網

・港
湾

・
空

港
の

早
期

整
備

⇒
物

流
・人

流
の

強
化

・
次

世
代
通
信
N
T
(I
W
O
N
)に

よ
る
通

信
環

境
改

善
⇒

通
信

遅
延

減
少

に
大

き
な
効

果
・津

軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
へ
の
光
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
配
置

⇒
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
価
値
の
向
上

・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
排
熱
の
利

用
(地

域
暖

房
、
農

業
、
陸

上
養

殖
な
ど
)

⇒
地

域
へ
の

貢
献

・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
た
め
の
北
海
道
内
送
電
網
の
増
強

⇒
地
域
へ
の
貢
献

■
宇
宙
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想

・商
業
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
、
打
上
げ
施
設
構
築
へ
の
国
・道

の
関
与

⇒
事
業
費
の
民
間
負
担
軽
減

・関
係
者
の
長
期
滞
在
可
能
な
環
境

整
備
(宿

泊
施
設
、
娯
楽
施
設
な
ど
)

⇒
生
活
環
境
の
快
適
化

・観
覧
場
の
整
備
に
よ
り
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
等
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用

⇒
観
光
資
源
の
付
加
価
値
向
上

出
典

：大
樹

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
北
海
道
大
樹
町
）

【デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
(G

X
関
連
先
端
産
業
の
振
興
)】
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
北

海
道

バ
レ
ー
構
想
・日

本
の
情
報
通
信
拠
点
化

■
宇

宙
版

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想
(日

本
政
策
投
資
銀
行
・道

経
連
の
試
算
)

・約
2
7
0
億
円
/年

の
経
済

効
果

・約
2
3
0
0
人
/年

の
雇
用
創

出

・約
1
7
万

人
/年

の
観
光
客

増
加

出
典
：「

北
海
道
半
導
体
・デ

ジ
タ
ル
関
連
産

業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
(北

海
道

)」
(2

0
2
4
年

4
月

)を
基

に
J
A
P
IC

作
成

⽬
標
値

(約
10
年
後

)
現

状
項

⽬
約
1兆

3,
00
0億

円
約
2,
10
0億

円
半
導
体
関
連
企
業
の
出
荷
額

約
17
0件

約
12
0件

半
導
体
関
連
企
業
の
数

約
20
0件

―
⼤
学
等
に
お
け
る
半
導
体
に
関
す

る
共
同
研
究
等
の
産
学
連
携
数

約
10
件

―
半
導
体
に
関
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
創
出
・
集
積
数

約
13
,0
00
⼈

約
7,
00
0⼈

半
導
体
関
連
企
業
の
雇
⽤
者
数

⼤
学
・
⾼
専
：
約
50

%
⼤

学
院
：
約
25

%
⼤
学
・
⾼
専
：
約
40

%
⼤

学
院
：
約
20

%
道
内
理
⼯
系
学
⽣
の
道
内
就
職
率

約
１
兆
円

―
半
導
体
関
連
企
業
に
よ
る
道
内
総

⽣
産
へ
の
影
響
額

・企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
(生

産
人

口
、
生
活
人
口
の
増
加
)

・半
導

体
産
業
の
世
界
最
先
端
の

技
術

の
集
積
(国

内
・海

外
の
人

材
獲

得
)

・日
本

の
情
報
管
理
の
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
の
強
化

・欧
米

・ア
ジ
ア
・オ

セ
ア
ニ
ア
の
情

報
通

信
の
ハ
ブ
機
能

北
海

道
半

導
体

・デ
ジ
タ
ル
関
連
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値

【デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
と
デ
ー
タ
ハ
ブ
の
形
成
(G

X
関
連
先
端
産
業
の
振
興
)】
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③



28



2928

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

■
積
雪
寒
冷

な
気

象
条

件
に
よ
り
冬

季
の

灯
油

等
の

使
用

量
が
多
く
家

庭
部

門
の

排
出

量
が

大
き
い

。

■
道
内
の
電

力
供

給
量

の
約

３
分

の
１
が

自
然

エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
（
2
0
2
2
年

度
）
て
い

る
が

、
熱

利
用

に
お
け
る
脱
炭

素
は
遅
れ
て
い

る
。

■
北

海
道

は
、
2
0
2
3
年

3
月

に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道

」
を
宣
言

し
、
道

内
1
4
2
の

市
町

村
が

「ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」を

目
指

す
こ
と
を
表

明
。

自
然

エ
ネ
ル
ギ

ー
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

地
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
を
ほ
ぼ
自
給
で
き
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
力
が
需
要
を
上
回
り
、

域
外
に
販
売
で
き
る

出
典

：平
成

3
0
年

版
環

境
・循

環
型

社
会

・生
物

多
様

性
白

書
（環

境
省

）

温
室
効
果
ガ
ス
（
C
O

２
）
排
出
量
の
部
門
別
内
訳

（
2
0
２
１
年
度

構
成
比
）

北
海

道
の

地
域

構
造

と
エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

課
題

■
北
海
道
は
太
陽

光
（発

電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
：全

国
の

2
3
％

）
や
陸

上
風

力
（
同

5
0
％

）
、
洋

上
風

力
（
同

3
0
％

）
、
地

熱
（
同

5
0
％

）
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
畜

産
系

発
生

量
：
2
3
％

）
な
ど

自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
全

国
随

一
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

し
て
い
る
。

■
北
海
道
の

温
室

効
果

ガ
ス
排

出
量

は
1
1
.4

t-
C
O
2
で

全
国
の
１
．
３
倍

（1
人
当

た
り
）
。

再
エ
ネ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

中 大

3
3
.1

3
5
.1 33
.3

15
.617
.9

36
.718
.314
.7

2
2
.0

2
0
.2

1
7
.4

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

札
幌

市北
海

道

全
国

産
業

業
務

家
庭

運
輸

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

そ
の

他

出
典

：環
境

省
、
北

海
道

、
札

幌
市
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自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

用
型

ま
ち

づ
く

り
の

提
言

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

■
高
品
質
な
「北

方
型

住
宅

」、
自

然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活

用
し
た
自
家
消
費
型
電
力
等
の
普
及
促
進

に
よ
っ
て
地
域
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
促
進
す
る
。

■
地
域
特
性

に
応

じ
た
居

住
エ
リ
ア
の

コ
ン
パ
ク
ト
化

を
図

る
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

型
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
。

併
せ
て
、
地

域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の

構
築

に
よ
り
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

■
エ
ネ
ル
ギ

ー
地
産

地
消

の
実

現
を
通

じ
て
地

域
経

済
の

活
性

化
を
図
る
。

清
掃

工
場 バ

イ
オ

マ
ス

材
（

チ
ッ

プ
等

）

コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
電

気
･排

熱

庁
舎

等
の

公
共

施
設

地
域

の
工

場

電
力

·熱
の

販
売 再

エ
ネ

供
給

熱
供

給
事

業

経
済

効
果

新
電

力
事

業
投

資
や

資
金

大
都

市

電
気

と
排

熱 地
産

の
熱

電
力

·熱

地
産

の
電

気

病
院

地
域
経
済
の
活
性
化
の
イ
メ
ー
ジ

自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用

し
た
熱

電
供

給

地
域

熱
供

給
の

利
用
普
及

出
典

:「
地

域
熱

供
給

の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
概

要
版

2
0
2
1
年

3
月

）
出

典
：北

海
道
経
済
部

「省
エ
ネ
・新

エ
ネ
関
係
補
助
事
業
」よ

り

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
展
開
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
進

方
策

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

■
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地

産
地

消
を
核

と
し
た
中

心
市

街
地

整
備

の
推
進

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（区

域
施
策
編
）を

策
定
し
て
い
る
市
町
村
は
4
2
団
体
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
広
範
な
市
町
村
に
お
け
る
計
画
策
定
を
促
進
す
る
。

計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
幅
広
い
事
業
者
・団

体
の
参
画
に
よ
り
、
脱
炭
素
と
と
も
に
、

買
物
・
医
療
・
地
域
交
通
の

状
況

や
人

口
減

少
・高

齢
者

の
動

向
等
の
情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、
集
住
化
の
促
進

を
柱
と
し
た
、
健
康
で
安
心
な
生
活
が
可
能
と
な
る
地
域
住
環
境
の
実
現
を
目
指
す
。

■
戦
略
的
な
地

域
熱

供
給

シ
ス
テ
ム
の

導
入

役
場
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
の
集
約
・建

て
替
え
と
併
せ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
近
隣
住
宅
を
含
め
た
戦
略
的
な
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す
る
。

蓄
電
シ
ス
テ
ム
等
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
自
立
的
な

電
力
供
給
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
電
力
会
社
の
設
立
等
に
よ
り
多
様
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

熱
電
供
給
施
設
導
入
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。

■
持
続
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

を
供

給
す
る
地

域
森

林
の

有
効

活
用

公
共
施
設
な
ど
建
築
物
の
道
産
材
を
使
用
し
た
木
質
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
カ
ラ
マ
ツ
・ト

ド
マ
ツ
を
原

料
と
し
た
構
造
用
集
成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
拡
大
を
図
る
。

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
路
網
整
備

に
よ
っ
て
森
林
の
計
画
的
な
育
成
・伐

採
を
図
る
と
伴
に
、
未
利
用

林
地
残
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
利
用
を
促
進
す
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

成
果

【自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
・
居
住
空

間
の

実
現

に
よ
り
、
R
E
1
0
0
企

業
の

立
地

促
進

や
都

市
部
か
ら
の
移

住
・
定
住

が
進

む
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
電

力
の
域
外
供
給
（
オ
フ
サ
イ
ト
P
P
A
）
や

森
林
等
の

オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
活

用
に
よ
り
、
地

域
経

済
が
活
性
化
。

■
地

域
熱

供
給

と
集

住
化

に
よ
っ
て
、
民

間
事

業
者

に
と
っ
て
も
生

活
関

連
サ

ー
ビ
ス
の

効
率

的
な
提

供
が
可
能

と
な
り
、
生
産

年
齢

人
口

が
減

少
し
て
も
地

域
の

経
済
活
動
が
持
続
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、
高

齢
者

に
も
や
さ
し
い
歩

行
空

間
の

創
出

な
ど
地

域
住
民
の
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
な

ど
を
実
現
。

■
化
石

燃
料

多
消

費
型

の
生

活
環

境
を
転

換
し
、
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実

現
に
貢

献
。

出
典

：環
境

省
「脱

炭
素

化
の

方
向

性
を
持

っ
た
具

体
的

な
取

組
事

例
集

」

木
質

バ
イ
オ
マ
ス
地
域
熱
供
給
（
北
海
道
下
川
町
）

集
住

化
の

イ
メ
ー
ジ

出
典

：
北

海
道

「コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
基
本
方
針
」



3332

提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備

④
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3534

北
海

道
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

け
る
現

状
と
課

題

■
北
海
道
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
地
域
で
、

将
来
に
向
け
そ
の
魅
力
度
の
拡
大
傾
向
は
加
速
！

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト

■
G
C
C
6
か
国

＊
） の

超
富
裕
層
は

北
海
道
で
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
将
来
的
に
視
野
に
入
れ
て
い
る
！

＊
G
C
C
（湾

岸
協

力
会

議
：
G

ul
f C

oo
pe

ra
tio

n 
C

ou
nc

il）
：サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・U

A
E
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
、
オ
マ
ー
ン
、
バ
ー
レ
ー
ン

出
典

：北
海

道
航

空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ョ
ン

北
海

道
総

合
政

策
部

航
空

局
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機

内

■
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
利
用
に

十
分
対
応
で
き
る
道
内
の
空
港
が
不
足

■
超
富
裕
層
を
受
入
れ
る

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が
道
内
に
不
足

パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
ニ
セ
コ

H
A
N
A
Z
O
N
O

出
典
：
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
ニ
セ
コ

H
A
N
A
Z
O
N
O

H
P
よ
り

ニ
セ
コ

【プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
】

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機

に
よ
り

既
存
航
空
路
線
に
縛
ら
れ
な
い

自
由
な
道
内
観
光
が
可
能
！

＊
入

国
専

門
（
2
0
2
3
年

1
2
月

：
専

用
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
完

成
・
運

用
開

始
）

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル

道
内
の
空
港
及
び
既
存
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ニ
セ
コ
新

空
港

を
丘

珠
空

港
を
補

完
す
る
空
港
へ
！
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■
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
新
空
港
新
設
も
今
後
検
討

【2
4
時
間
運
用
、
運
営
に
は
民
間
資
金
を
活
用
し
た
P
F
I方

式
を
検
討
】

■
空
港
に
近
接
し
た
超
富
裕
層
向
け
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設
を
推
進

リ
ゾ
ー
ト
、
不

動
産

開
発

が
進
む

「世
界

の
ニ
セ
コ
」

■
札
幌
近
郊
（丘

珠
空
港
）で

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
基
地
構
想
を
推
進

【プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
】

道
内
空
港
の
滑
走
路
延
長
・
運
用
時
間

（現
在
2
4
時
間
離
発
着
可
能
な
空
港
は
新
千
歳
の
み
）

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
現
地
通
訳
・ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
・増

員
を
促
進

ニ
セ
コ
を

更
な

る
世

界
的

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ

！

■
手
続
き
の
円
滑
化
の
た
め
の
空
港
施
設
・専

用
動
線
の
整
備
推
進

⇒
夏

場
の

観
光

客
誘

致
に
課

題
！

＊
モ
デ
ル
地

域
⇒

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
ス
イ
ス
連

邦
の

リ
ゾ
ー
ト
地

、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
空

港
に
近

接
）

開
始

終
了

新
千
歳

30
00

丘
珠

15
00

73
0

20
30

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
新
空
港

15
00

旭
川

25
00

80
0

21
00

稚
内

20
00

83
0

18
30

釧
路

25
00

80
0

21
00

帯
広

25
00

80
0

21
00

函
館

30
00

73
0

20
30

利
尻

18
00

90
0

17
00

奥
尻

15
00

90
0

17
00

中
標
津

20
00

83
0

18
30

紋
別

20
00

90
0

17
00

⼥
満
別

25
00

80
0

21
00

名
称

滑
⾛
路
延
⻑

（
ｍ
）

運
⽤
時
間

24
時
間

24
時
間

＊
札

幌
⇔

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の

将
来

の
需

要
に
対

応

丘
珠

空
港

の
整

備
・運

用
時

間
の

拡
大

へ
！

2
4
時

間
運

営
の

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
新

空
港

建
設

へ
！

｢
超

富
裕

層
向

け
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対

応
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
基

地
構

想
｣の

提
言

【プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
】
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推
進

方
策

G
C
C
6
か

国
か

ら
の

訪
日

旅
行

者
数

（2
0
1
0
－

2
0
1
9
）

増
加

傾
向
に
あ
る
が
、

欧
州

、
北
米
が
根
強
い
人
気

出
典
：日

本
政
府
観
光
局

出
典

：日
本

政
府

観
光

局

G
C
C
6
か

国
か
ら
日
本
へ
の
目
的
別
訪
日
旅
行
者
シ
ェ
ア

■
超
富
裕
層
は
大
人
数
で
旅
行
し
、
滞
在
費
の
単
価
が
高
額

⇒
北
海
道
に
長
期
滞
在
可
能
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設
が
必
要

観
光

目
的

が
増

加

■
G
C
C
6
か
国
で
は
北
海
道
に
関
す
る
情
報
量
が
少
な
い

⇒
日
本
政
府
観
光
局
（J

N
T
O
）と

連
携
し
、

今
後
の
情
報
発
信
や
現
地
ニ
ー
ズ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要

東
京

・
大

阪
に
集

中
し
て
い

る
た
め

北
海

道
の

情
報

発
信

が
必

要
⇒

*日
本
政
府
観
光
局
は
2
0
2
1
年

の
1
1
月

1
日

、
ア
ラ
ブ
首

長
国

連
邦

に
J
N
T
O
ド
バ
イ
事

務
所

を
開

設

*日
本

政
府
観
光
局
は
「
海
外
旅
行
先
で
1
人
1
回
あ
た
り
1
0
0
万
円
以
上
消
費
す
る
人

」を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
富

裕
旅

行
者

と
位

置
づ

け

【プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
】
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果

■
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
一
層
の
活
用
に
よ
り
、

既
存
航
空
路
線
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
な
道
内
観
光
が
可
能
と
な
る
。

■
中
東
の
超
富
裕
層
の
１
回
の
海
外
旅
行
に
か
け
る
金
額
が
高
額
な
た
め
、

そ
の
誘
致
は
北
海
道
の
観
光
業
の
活
性
に
繋
が
る
。

■
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設
に
よ
り
、

超
富
裕
層
の
来
道
数
の
増
加
や
国
際
会
議
の
誘
致
に
繋
が
る
。

■
将
来
の
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
普
及
・平

準
化
に
よ
り
、

道
内
観
光
に
新
た
な
移
動
選
択
肢
が
生
ま
れ
、
国
内
外
の
観
光
客
を

睨
ん
だ
道
内
観
光
業
の
更
な
る
活
性
化

が
図
れ
る
。

ア
ラ
ブ
首

長
国

連
邦

（U
A
E
）の

海
外

旅
行

の
現

状

出
典
：
日
本
政
府
観
光
局

＊
（
例

）
2
0
0
8
年

洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
【
ザ

・
ウ
ィ
ン
ザ

ー
ホ
テ
ル
洞

爺
】
、
2
0
1
9
年

G
2
0
観

光
大

臣
会

合
【ニ

セ
コ
H
A
N
A
Z
O
N
O
リ
ゾ
ー
ト
】

【プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
受
入
態
勢
の
整
備
】
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
整
備

⑤
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4140

サ
イ

ク
ル

＆
ト
レ

イ
ル

ル
ー

ト
を

取
り

巻
く

現
状

と
課

題

■
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

⇒
観
光
産
業
の
高
付
加
価
値
化
が
課
題
（人

手
不
足
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
）

⇒
2
0
2
3
年
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
が
北
海
道
に
て
開
催

⇒
新
千
歳
空
港
が
立
地
す
る
道
央
圏
を
海
外
と
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
需
要
を
道
南
・道

北
・道

東
エ
リ
ア
を
含
め
た
全
道
で
受
け
止
め
る
こ
と
が

課
題

【
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
整
備
】

■
道
内
全
域
に
広
が
る
鉄
道
廃
線
跡
地

⇒
5
0
年
前
に
は
4
,0

0
0
k
m
あ
っ
た
道
内
の
鉄
道
網
は

現
在
約
２
,５

０
０
ｋ
ｍ
に
縮
小

⇒
さ
ら
に
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

や
沿

線
人

口
の

減
少

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
約
半
分
（1

,2
3
7
k
m
）が

J
R
北
海

道
が
「単

独
で
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
」と

し
て

位
置
づ
け

■
道
央
圏
に
集
中
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
需
要

道
内
の
主
な
鉄
道
廃
線
跡

(
2
0
2
3
.1
2
時
点
）

出
典
：冬

の
北

海
道

､銀
世

界
の

｢シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
鉄

旅
｣（
東

洋
経

済
O
n
li
n
e
）



42

｢
世

界
水

準
の

サ
イ

ク
ル

＆
ト
レ

イ
ル

ル
ー

ト
｣
の

提
言

■
「専

用
国
道
」と

し
て
の
コ
ー
ス
整
備

⇒
鉄
道
廃
線
跡
地
等
を
活
用
し
、
日
本
初
の
「自

転
車
・ト

レ
イ
ル

専
用
国
道
」
と
し
て
整
備

⇒
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
見
据
え
、
高
速
道
路

と
並
行
し
て
規
格
の
高
い
自
転
車
道
を
国
が
整
備

■
通
年
利
用
の
検
討

⇒
積
雪
の
多
い
エ
リ
ア
で
は
コ
ー
ス
の
除
雪
を
行
い
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や
冬
季
間
の
ロ
ン
グ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

フ
ァ
ッ
ト
バ
イ
ク
利
用
を
促

進

【
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
整
備
】

■
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

⇒
鉄
道
跡
地
等
に
立
地
す
る
既
存
の
駅
舎
等
を
活
用
し
た

「サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を

整
備
（休

憩
機
能
、

多
言
語
で
の
情
報
発
信
・案

内
機
能

、
宿
泊
機
能
等
）

サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
イ
メ
ー
ジ

サ
イ
ク
ル

＆
ト
レ
イ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ

出
典
：ピ

ク
ニ
ッ
ク
ラ
イ
ド
さ
っ
ぽ
ろ
W
E
B
サ
イ
ト

h
tt
p
:/
/w

w
w
.s
a
p
p
o
ro

c
y
c
le

la
b
o
.j
p
/c

o
u
rs

e
6
.p

h
p

ノ
ル
ウ
ェ
ー
E
3
9
国
道

（高
速
道
路
と
並
行
し
て
規
格
の
高
い
自
転
車
道
を
国
が
整
備
）

【積
雪

時
も
自

転
車

利
用

が
多

い
札

幌
市

内
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
】

出
典
：国

土
交
通

省
道

路
局

「W
IS

E
N
E
T
2
0
5
0
・政

策
集

」
h
tt
p
s
:/
/
h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.m

li
t.
g
o
.j
p
/r
o
a
d
/w

is
e
n
e
t_
p
o
li
c
ie

s
/p

d
f/

w
is
e
n
e
t2

0
5
0
_p

o
li
c
y
.p

d
f



4342

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
進

方
策

■
先

駆
的

実
証

ル
ー

ト
の

整
備

⇒
廃

線
が

想
定

さ
れ

て
い

る
函

館
本

線
（長

万
部

～
小

樽
間

）や
既

に
廃

線
と

な
っ

た
根

室
本

線
（富

良
野

～
新

得
間

）、
札

沼
線

（北
海

道
医

療
大

学
～

新
十

津
川

間
）の

敷
地

・既
存

設
備

等
を

活
用

し
、
世

界
最

高
水

準
の

宿
泊

施
設

が
集

積
す

る
ニ

セ
コ

エ
リ

ア
～

札
幌

都
市

圏
～

富
良

野
・新

得
エ

リ
ア

を
結

ぶ
ル

ー
ト

を
実

証
ル

ー
ト

と
し

て
先

駆
的

に
整

備

■
既

存
駅

舎
等

の
活

用

⇒
既

存
の

駅
舎

敷
地

等
を

活
用

し
、
沿

線
市

町
村

や
民

間
事

業
者

と
連

携
し

な
が

ら
、
宿

泊
機

能
と

情
報

発
信

機
能

が
一

体
と

な
っ

た
施

設
を

官
民

連
携

方
式

で
整

備

【
サ

イ
ク

ル
＆

ト
レ

イ
ル

ル
ー

ト
整

備
】

J
R

北
海

道
が

発
表

し
た

廃
止

方
針

区
間

（
H

3
0

.7
）
と

先
駆

的
実

証
ル

ー
ト

の
位

置
関

係

既
存

施
設

を
改

修
し

た
サ

イ
ク

ル
＆

ト
レ

イ
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

イ
メ

ー
ジ

出
典

：O
N

O
M

IC
H

I 
U

2
W

E
B

サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/
o

n
o

m
ic

h
i-

u
2

.c
o

m
/

出
典

：「
当

社
単

独
で

は
維

持
す

る
こ

と
が

困
難

な
線

区
」に

つ
い

て
（J

R
北

海
道

）
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.j

rh
o

k
k
a
id

o
.c

o
.j

p
/p

d
f/

1
6

1
2

1
5

-5
.p

d
f

先
駆
的
実
証
ル
ー
ト
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

⇒
量
か
ら
質
の
観
光
へ
の
転
換
を
促
進
さ
せ
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

⇒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
振
興
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
中
心
と
し
た
1
人
あ
た
り
観
光
消
費
額
の
拡
大

（長
期
滞
在
の
促
進
）

⇒
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
集
中
す
る
ニ
セ
コ
・富

良
野
エ
リ
ア
を
核
と
し
な
が
ら
、
波
及
効
果
を
沿
線
地
域
及
び
全
道
へ

拡
大

■
地
方
発
「国

道
」概

念
の
再
定
義

⇒
物
質
的
豊
か
さ
を
追
求
し
て
き
た
国
道
の
役
割
に
加
え
、
精
神

的
豊
か
さ
を
創
造
す
る
国
道
へ

【
サ
イ
ク
ル
＆
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
整
備
】

■
低
炭
素
社
会
の
実
現

⇒
既
存
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
等
に
よ
り
C
O
2
排
出

の
少
な
い
移
動
手
段
及
び
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出

道
内
⼀
円
に
広
が
る
鉄
道
廃

線
跡
地
を
活
⽤
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成

効
果
の
検
証
・
地
域

と
の
連
携
⽅
策
検
討

先
駆
的
実
証
ル
ー
ト

（
ニ
セ
コ
〜
富
良
野
・
新
得
間
）
の

整
備



4544

提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・
強
化

⑥
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4746

北
海

道
・本

州
間

物
流
の

課
題

【マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・
強
化
】

1
．
北

海
道

・
本

州
間

物
流

の
課

題
■
長
距
離
輸
送
、
長
時
間
輸
送
、
高
コ
ス
ト
、
輸
送
容
量
の
制
約
、
季
節
波
動
、
片
荷
輸
送
、
気
象
条
件
に
よ
る

欠
航
・遅

延
リ
ス
ク
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
・・

・・
・な

ど
の

多
数

の
課

題

2
．
近

年
、
注

目
度

が
高

ま
っ
て
い

る
課

題

①
2
0
2
4
年

問
題

：
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
力

の
低

下

②
鉄
道
貨
物
輸
送
問
題
：貨

物
3
線

区
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
共
用
走
行
、

北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
の

対
応

③
地
球
温
暖
化
：極

端
な
天
候
の
頻

度
と
強
度
が
増
加
し
て
お
り
、
欠

航
、
遅
延
リ
ス
ク
増
大

北
海

道
内

に
お

け
る

貨
物

列
車

の
運

行
状

況

出
典
：J

R
貨
物
資
料
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北
海

道
の

生
産

空
間

、
食

料
供

給
機

能
の

維
持

・
発

展
に
資

す
る
物

流
機

能
の

維
持

、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築

①
拠
点
ア
ク
セ
ス
機
能
向
上
に
資
す
る
高
規
格
道
路
の
整
備

②
鉄
道
貨
物
輸
送
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持

③
新
規
航
路
開
設

３
．
マ
ル
チ
モ
ー
ド
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
、
物

流
Ｄ
Ｘ

の
推
進

北
海

道
内

に
お

け
る

主
な

物
流
基
盤

「北
海
道

の
物

流
機

能
の

維
持

・再
編

」の
提

言

1
．
北
海
道
内
外

へ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
の

強
化

・拡
充

2
．拠

点
機
能
の
強
化
・拡

充
①
保
管
施
設
、
中
継
施
設
の
整
備

①
物
流
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
物
流
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築

②
貨
物
輸
送
の
交
通
機
関
分
担
の
最
適
化

③
自
動
運
転
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
、
港
湾
A
Iタ

ー
ミ
ナ
ル
等
の

実
装
化

出
典

：国
土

交
通

省
北

海
道

開
発

局

【マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・
強
化
】



4948

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

方
策

■
北
海
道
内
各
地
域
と
道
央
方
面
（石

狩
〜
札
幌
〜
千
歳
〜
苫
小
牧
）を

接
続
す
る
縦
貫
自
動
車
道
、
横
断
自
動
車
道
等

高
規
格
道
路
の
早
期
共
用
、
新
規
事
業
化
、
4
車
線
化
な
ど

■
道
北
、
道
東
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
方
面
に
お
け
る

保
管

、
集

出
荷

施
設

の
整

備
※
出
荷
の
通
年
平
準
化

※
道
北
・
道
東
の
陸
上
輸
送
２
時
間
圏
の
確
立

※
ト
ラ
ッ
ク
版
道
の
駅
の
整
備

※
道
東
物
流
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
拠
点
整
備

■
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
中
継
拠
点
（留

萌
〜

旭
川
〜
十
勝
エ
リ
ア
、
長
万
部

〜
黒

松
内

〜
倶
知
安
エ
リ
ア
）
の
整
備

■
貨
物
３
線
区
（石

北
線
、
根
室
本

線
、

室
蘭
線
）、

青
函
ト
ン
ネ
ル
共
用
走
行
、

北
海
道
新
幹
線
並
行
区
間
に
お
け
る

貨
物
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

■
実

装
化

に
向

け
た
社

会
実

験
の

実
施

、
物

流
拠

点
施

設
の

整
備

■
石

狩
湾

新
港

、
十

勝
港

に
お
け
る

コ
ン
テ
ナ
、
R
O
R
O
航
路
の
開
設

【マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・
強
化
】

出
典
：中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
資
料
よ
り
引
用

中
継

拠
点

の
イ
メ
ー

ジ
（コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
）

出
典

：
国

土
交

通
省

鉄
道

局
資

料
よ
り
引
用

（
JA
PI
C作

成
）

物
流
機
能
の
維
持
・
強
化

鉄
道
・
⾼
規
格
道
路
等

RO
RO
船
等
航
路

⾼
規
格
道
路

物
流
拠
点
、
保
管
・
集
出
荷
施
設

空
港
、
港
湾
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■
持

続
可

能
な
物

流
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
長

距
離

輸
送

、
長

時
間

輸
送

、
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
不

等
の

課
題
を
解
消

■
農
水
産
物

等
輸

送
の

拠
点

と
な
る
空

港
・港

湾
ま
で
の

輸
送
ル
ー
ト
の
ア
ク
セ
ス
性
確
保
や
入

港
船

舶
の

大
型

化
等

へ
の

対
応

等
、
高

規
格

道
路

や
港

湾
・
空

港
施

設
に
よ
る
シ
ー
ム
レ
ス
な

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
高

規
格

道
路

整
備

時
の

地
域

間
所

要
時

間
（
例

）
現

況
：
R
3
、
将

来
：
高

規
格

道
路

フ
ル

ネ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果

将
来

現
況

対
象
地
域

起
点

27
5分

（
37

5k
m
）

32
0分

（
39

0k
m
）

網
⾛
市

苫
⼩
牧
港

30
5分

（
41

5k
m
）

39
5分

（
42

0k
m
）

根
室
市

30
0分

（
41

0k
m
）

34
4分

（
38

5k
m
）

稚
内
市

18
0分

（
26

0k
m
）

19
0分

（
26

0k
m
）

名
寄
市

12
5分

（
19

0k
m
）

12
5分

（
19

0k
m
）

旭
川
市

22
5分

（
25

5k
m
）

28
5分

（
26

0k
m
）

網
⾛
市

⼗
勝
港

20
5分

（
26

5k
m
）

26
5分

（
25

0k
m
）

旭
川
市

15
5分

（
16

5k
m
）

17
5分

（
15

0k
m
）

網
⾛
市

釧
路
港

■
ト
ラ
ッ
ク
・鉄

道
・航

空
・船

舶

等
の
特
性

を
踏

ま
え
た
輸

送

手
段
の
確

保
や
災

害
等

の
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
確

保
し
た
強

靱
な
輸
送
体

系
を
形

成

【マ
ル
チ
モ
ー
ド
に
よ
る
物
流
機
能
の
維
持
・
強
化
】



5150

提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
速
鉄
道
の
新
千
歳
・
旭
川
延
伸

⑦
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【J
R
札
幌
～
J
R
新
千
歳
空
港
間
】

■
慢
性
化
す
る
混
雑

⇒
快
速
列
車
の
増
便

や
高
速
化
が
必
要

■
降
雨
・降

雪
・濃

霧
等
に
よ
り

運
行
遅
延
が
度
々
発
生

⇒
北
海
道
の
基
幹
軸
に
代
替
路
線
が
必
要

■
北
東
北
と
の
連
携
強
化
、
新
た
な
る
需
要
の

創
出
、
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て

⇒
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
を
新
千
歳
空
港
へ
！

札
幌
市

函
館
市

釧
路
市

旭
川
市

・J
R
新
千
歳
空
港
駅
利
用
者

：
1
2
,7

0
0
,0

0
0
人

/
年

（
3
5
,0

0
0
人

/
日

）

快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
停
⾞
駅

新
千
歳
空
港

【高
速

鉄
道

の
新

千
歳

・旭
川

延
伸

】

【J
R
札

幌
～
J
R
旭
川
間
】

■
輸
送
密
度
は
、
2
0
2
2
年
に
約
6
千
人
/日

（岩
見
沢
～
旭
川
）
で
漸
減
傾
向

■
道
内
主
要
都
市
間

の
幹
線
交
通
網
が
未
整
備

■
道
北
、
道
東
へ
の
交

通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
が
脆
弱
化

⇒
快
速
列
車
の
増
便
や
高
速
化
が
必
要

＊
札
幌
〜
新
千
歳
空
港
︓
所
要
時
間
37
分
（
1,
15
0円

、毎
時
5本

）

主
要

在
来

線
の

現
状

と
課

題

出
典
︓
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
H
Pよ
り

出
典

：国
土

地
理

院
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｢
高

速
鉄

道
の

整
備

｣
に

関
す

る
提

言

■
札

幌
～

新
千

歳
空

港
間

（延
長

L
=
約

4
0
㎞

）に

高
速

鉄
道

ア
ク
セ
ス
線

（標
準

軌
）を

建
設

＊
在

来
線

は
通

勤
・通

学
に
併

せ
た
地

域
密

着
型

路
線

の
実

現
を
図

る
と
と
も
に
、

北
海

道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
新

駅
の

建
設

で
、
新

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
。

・概
算

事
業

費
：2

,2
0
0
億

円
（税

抜
）

・所
要

時
間

：約
2
0
分

（毎
時

４
本

運
行

）

・車
両

数
：８

両
（
快

速
エ
ア
ポ
ー
ト
は
６
両

編
成

）

・想
定

運
賃

：1
,4

5
0
円

【1
,1
5
0
円
（現

状
）＋

3
0
0
円
（特

急
料
金
）】

・利
用
者
数

：3
5
,0

0
0
人
/
日

（現
状

）

【1
2
,7

0
0
,0

0
0
人
/年

間
】

■
札

幌
～

旭
川

間
（延

長
L
＝

約
1
3
0
㎞

）に

高
速

鉄
道

線
（標

準
軌

）を
建

設

・線
形
改
良
や
設
定
速

度
等
に
よ
り
事
業
費
は
変
動

＊
次
頁
算
出
根
拠
参
照

出
典
：北

海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
H
P
か
ら
J
A
P
IC

加
工

新
千
歳
空
港
線
（
L=
40
km

）

新
千
歳
空
港
線
及
び
北
海
道
新
幹
線
ル
ー
ト図

【高
速

鉄
道

の
新

千
歳

・旭
川

延
伸

】



5554

■
軟
弱
地
盤
部
等
の
た
め
、
全
線
高
架
橋
構
造
で
整
備
（標

準
軌
仕
様
）

収
⼊
（
キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー
）

⇒
1
,2

7
0
万
人
/年

×
0
.7

（転
換
率
）×

1
,４

5
0
円
/人

（料
金
）≒

1
２
8
億
円
/年

⇒
1
２
８
億
円
ー
1
6
億
円
（施

設
管
理
費
）ー

3
0
億
円
（金

利
）≒

8
2
億
円
/年

概
算
事
業
費

⇒
J
R
札
幌
～
J
R
新
千

歳
空

港
間

：2
,2

0
0
億
円
（5

5
億
円
/k

m
×
4
0
k
m
）

＊
九

州
新

幹
線

（工
事

費
３
0
億

円
、
L
=
1
.2

5
㎞

、
全

線
高

架
橋

構
造

、
2
0
0
2
年
竣
工
）
よ
り
算
定

⇒
3
0
億

円
÷
1
.2

5
k
m
×
1
.5

（
物

価
上

昇
）
×
1
.5

（
設

計
変

更
、
リ
ス
ク
）≒

5
5
億

円
/
k
m

＊
【
参

考
】
北

海
道

新
幹

線
（
1
0
7
億

円
/
k
m
）
、
北

陸
新

幹
線

（
1
4
8
億

円
/
k
m
）
、
西

九
州

新
幹

線
（
9
4
億

円
/
k
m
）

⇒
2
,2

0
0
億
円
/8

2
億
円
≒
約
2
7
年

＊
高

速
鉄

道
ア
ク
セ
ス
線

へ
の

転
換

率
を
0
.7

と
仮
定

＊
ト
ン
ネ
ル
区
間
：北

海
道
新
幹
線
8
0
％
、
北

陸
新
幹
線
3
4
％
、
西
九
州
新
幹
線
6
0
％

■
札
幌
～
旭
川
間
の
概

算
事
業
費
に
つ
い
て

⇒
札
幌
～
新
千
歳
空
港
間
と
同
様
の
算
出
方
法
で
試
算
す
れ
ば

約
7
,2

0
0
億
円
と
な
る
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要

償
還
年
数

■
建
設
・運

営
に
は
民
間
資
金
を
活
用
し
た
P
F
I方

式
の
採
用
も
検
討

＊
J
A
P
IC

試
算

（2
0
2
3
年

1
2
月

）

■
新
千
歳
空
港
線
償
還

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

推
進

方
策

【高
速

鉄
道

の
新

千
歳

・旭
川

延
伸

】
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■
所
要
時
間
の
短
縮

（札
幌
駅
～
旭
川
駅
）
所
要
時
間
が
3
0
%
短
縮
（8

5
分
⇒
６
０
分

）

■
道
北
、
道
東
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
同
エ
リ
ア
へ
の
観
光
入
込
数
の
大
幅
な
増
加

【J
R
札
幌
～
J
R
新
千
歳

空
港
間
】

■
所
要
時
間
の
短
縮

（札
幌
駅
～
新
千

歳
空
港
駅
）
所
要
時
間
が
4
5
%
短
縮

（
3
7
分

⇒
2
0
分

）

■
新
千
歳
空
港
か
ら
５
時
間
程
度
で
東
京
に
つ
な
が
る
強
力

な
鉄
道
迂
回
路
に
！

■
新
千
歳
空
港
を
利
用
す
る
北
東
北
か
ら
の
海
外
渡
航
者
が

増
加
！

⇒
青
森
か
ら
は
成

田
国
際
空
港
の
利
用
よ
り
も
所
要
時
間
、
コ
ス
ト
が
縮
減

所
要
時
間

3時
間
15
分

0.
65

所
要
時
間

4時
間

1

コ
ス
ト

15
,0
00
円

0.
74

コ
ス
ト

18
,0
00
円

1

所
要
時
間

5時
間

1
所
要
時
間

4時
間

1

コ
ス
ト

20
,2
00
円

1
コ
ス
ト

18
,0
00
円

1

⻘
森
〜
新
千
歳
空
港

（
約
40
0㎞

）

⻘
森
〜
成
⽥
国
際
空
港

（
約
78
0㎞

）

盛
岡
〜
新
千
歳
空
港

（
58
0㎞

）

盛
岡
〜
成
⽥
国
際
空
港

（
60
0㎞

）

青
森

、
盛

岡
か

ら
各

空
港

（新
千

歳
・成

田
国

際
空

港
）へ

の
所

要
時

間
・コ

ス
ト
の
比
較

＊
新
幹
線
乗
り⼊

れ
時

＊
北
海
道
新
幹
線
、東
北
新
幹
線
を
使
⽤
と仮

定
＊
上
野
か
らは
京
成
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
使
⽤
と仮

定

*乗
換
な
し

*乗
換
な
し

出
典
︓
ウ
ィキ
ペ
デ
ィア

【J
R
札
幌
～
J
R
旭
川
間
】

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

＊
北
海
道
新
幹
線
旭
川
延
伸
促
進
期
成
会
H
P
よ
り

【高
速

鉄
道

の
新

千
歳

・旭
川

延
伸

】



5756

提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備

⑧
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5958

出
典
：「
札

幌
市

総
合

交
通

計
画

 
改

定
版

（概
要

版
）」
2
0
2
0
年

3
月

 
ht
tp
s:/

/w
w
w
.c
ity

.sa
pp

or
o.
jp
/s
og

ok
ot
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/s
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sa
ku

/s
og
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ik
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u/
do

cu
m
en

ts
/0
4g

ai
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u.
pd

f

道
都

・
札

幌
市

の
道

路
網

の
現

状
と

課
題

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】

札
幌
市
は
全
道
人
口
の
約
４
割
が
集
中
し
、
高
次
都
市
機
能
、
サ
ー
ビ
ス
機
能
等
が
集
積
す
る

北
海
道
の
拠
点
都
市
。

【課
題
（高

速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
）】

・
高
速
道
路
（札

樽
道
）
は
札
幌
市

北
部

・東
部

の
市

街
地
外
郭
に
あ
る
半
環
状
の
み
、
札
幌
市
南
西
部

は
都
心
や
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

悪
い

。

こ
の
結
果

、

・
札
幌
市
南
西
部
ひ
い
て
は
道
央

都
市

圏
全

体
に
お

け
る
社
会
経
済
活
動
に
影
響

。
特

に
冬

期
は
さ
ら
に

都
心
や
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

悪
さ
深

刻
化

。

・
定
山
渓
や
ル
ス
ツ
方
面
へ
の
観

光
行

動
に
お
い

て

も
不
便
。

札
樽
道

道
央
道

縦
貫
道

札
幌
市

中
心

石
狩
市

定
山
渓

至
ル
ス
ツ

至
小
樽

至
旭
川

至
千
歳

・
苫
小
牧

南
⻄
部
は
都
心
や

高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
悪
い

至
支
笏
湖

市
街
地
南
⻄
部

市
街
地
北
部

市
街
地
東
部

札
幌
市
に
お
け
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
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道
都

・
札

幌
市

の
道

路
網

の
現

状
と

課
題

【課
題

（既
存

高
速

道
路

の
機

能
）】

・
札

幌
は

豪
雪

地
帯

（年
間

降
雪

量
5

m
程

度
）。

・高
速

道
路

（札
樽

道
）は

、
オ

ー
プ

ン
の

高
架

構
造

の
た

め
降

雪
に

よ
り

、
頻

繁
に

通
行

規
制

（8
0

⇒
5

0
k
m

/h
）や

通
行

止
め

が
発

生
。

・都
市

の
骨

格
を

な
す

高
速

道
路

と
し

て
、
そ

の
機

能
が

安
定

的
に

確
保

で
き

て
い

な
い

。

・札
樽

道
の

大
部

分
は

高
架

構
造

の
た

め
、

道
路

幅
員

内
で

の
除

雪
作

業
に

は
高

度
な

技
術

が
必

要
。

・令
和

3
年

度
（2

0
2

1
/2

/2
1
～

2
3

）に
は

N
E

X
C

O
民

営
化

以
降

最
大

規
模

と
な

る
延

べ
３

日
間

に
及

ぶ
通

行
止

め
が

発
生

。

出
典

：
2

0
2

2
日

本
雪

氷
学

会
北

海
道

支
部

機
関

紙
「北

海
道

の
雪

氷
」

「2
0

2
1
-2

2
 年

冬
期

の
札

幌
都

市
圏

で
の

大
雪

に
つ

い
て

（そ
の

４
）―

大
雪

に
対

す
る

高
速

道
路

管
理

者
の

対
応

報
告

―
」

小
倉

美
紀

，
森

脇
豊

一
，
伊

藤
明【
札

幌
環

状
高

速
道

路
の

整
備

】

吹
雪
に
よ
る
視
程
障
害
や
車
線
閉
塞
（往

復
４
車
線
道
路
が
往
復
２

車
線
）の

状
況
（国

道
1
2
号
上
り
方
向
・2

0
2
2
年
2
月
6
日
昼
頃
）

吹
雪
後
も
車
線
閉
塞
が
続
き
渋
滞
を
発
生

（
同

・
2
0
2
2
年
2
月
6
日
夜

）



6160

｢
札

幌
市

環
状

高
速

交
通

体
系

整
備

｣
の

提
言

出
典
：「

札
幌

市
総

合
交

通
計

画
 
改

定
版

（概
要

版
）」
2
0
2
0
年

3
月

 
ht
tp
s:/

/w
w
w
.c
ity

.sa
pp

or
o.
jp
/s
og

ok
ot
su
/s
hi
sa
ku

/s
og

ok
ot
su
ke
ik
ak
u/
do

cu
m
en

ts
/0
4g

ai
yo

u.
pd

f

札
樽
道

道
央
道

縦
貫
道

石
狩
市

定
山
渓

至
ル
ス
ツ

至
小
樽

至
旭
川

至
千
歳

・
苫
小
牧

札
幌
市

中
心

都
心
ア
ク
セ
ス
道
路

R3
事
業
化

既
存
道
路
空
間
は
沿
道
土
地
利
用
的
に
制
約
が
厳
し

い
た
め
、
最
大
限
活
用
を
検
討
し
つ
つ
も
、
新
た
な

ル
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
で
整
備

・札
幌
市
南
西
部
に
お
い
て
、
新
た
な

骨
格
と
な
る
環
状
高
速
交
通
体
系
と

し
て
高
規
格
道
路
を
整
備
。

※
札
樽
道
小
樽
方
面
～
市
街
地
南

西
部

外
郭

～
道

央
道
千
歳
・
苫
小
牧
方
面
を
つ
な
ぐ
、
市

街
地
外

郭
を
つ
な
ぐ
大
き
な
環
状
道
路

を
想

定
。

市
街
地
南
⻄
部

市
街
地
北
部

市
街
地
東
部

こ
れ
ほ
ど
の
大
都
市
で
高
速
環
状
が
な
い
の
は
札
幌
だ
け
（名

古
屋
、
仙
台
、
広
島
、

福
岡
で
は
既
に
高
速
交
通
環
状
交
通
網
が
形
成
も
し
く
は
概
成
）。

冬
期
は
本
来
的
な
高
速
機
能
を
確
保
し
き
れ
て
い
な
い
。

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】

札
幌
市
南
西
部
に
お
け
る
新
た
な
環
状
高
速
交
通
体
系
の
整
備
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｢
札

幌
市

環
状

高
速

交
通

体
系

整
備

｣
の

提
言

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】

■
道
路
構

造
・
ル
ー
ト

・冬
期
で
も
降
積
雪
に
よ
る
影

響
を
受
け
な
い
よ
う
地
下
構
造

を
基
本
と
す
る
。

※
通
過
位
置
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル

も
し
く
は
開
削
ト
ン
ネ
ル
を
選
択
す
る
。

※
や
む
な
く
地
下
構
造
と
で
き
な
い
区
間
で

は
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
降
積
雪

に
よ
る
交
通
へ
の
影
響
を
回
避
。
市
街
地
や

道
路
空
間
を
活
用
し
た
高
架
構
造
と
な
る

区
間
で
は
、
地
上
部
へ
の
落
雪
に
よ
る
影
響

を
考
慮
し
て
道
路
構
造
を
設
定
す
る
。

・自
動
運
転
車
専
用
道
路
と
し
、

片
側
2
車
線
を
基
本
と
す
る
が
、

当
初
片
側

1
車

線
で
の

整
備

も
検
討
。

※
現
道
と
接
続
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
部
で

は
、
ラ
ン
プ
の
渋
滞
に
よ
り
本
線
交
通
に
影

響
を
受
け
な
い
よ
う
現
道
部
の
渋
滞
対
策

を
徹
底
す
る
。

【
地
下
構
造
（
開
削
）
】

【
高
架
構
造
】

【
地
下
構
造
（
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
）
】

片
側
２
車
線
の
場
合

片
側
１
車
線
の
場
合
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■
整
備
手
法

・他
都
市
の
整
備
事
例
も
勘
案
し
つ
つ
、
有
料
道
路
制
度
の
適
用
等
を
含
め
、
当
該
道
路
事
業
の
特
性
に
適
し
た
整

備
手
法
を
検
討
。

■
コ
ス
ト
縮

減

・自
動
運
転
車
専
用
化
に
よ
る
片
側
１
車
線
と
す
る
こ
と
で
、
従
来
型
の
都
市
高
速
道
路
の
標
準
的
な
道
路
構
造

（除
雪
や
堆
雪
を
考
慮
し
た
高
架
構
造
の
４
車
線
等
）か

ら
大
幅
に
ス
リ
ム
化
。

■
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応

・フ
リ
ー
フ
ロ
ー
E
T
C
シ
ス
テ
ム
（異

な
る
料
金
収
受
体
系
を
跨
ぐ
場
合
も
、
通
過
車
両
が
速
度
低
下
な
し
・ノ

ン
ス

ト
ッ
プ
で
料
金
収
受
）や

、
降
積
雪
の
影
響
が
な
い
構
造
を
活

か
し
、
走
行
中
の
E
V
車
両
へ
の
無
線
で
の
電
力
給

電
シ
ス
テ
ム
等
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
技
術
を
導
入
。

・照
明
や
ト
ン
ネ
ル
内
換
気
気
シ
ス
テ
ム
等
に
お
い
て
、
再
生
活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
L
E
D
照
明
の
導
入
、
自
動

運
転
に
対
応
し
た
省
エ
ネ
ト
ン
ネ
ル
照
明
シ
ス
テ
ム
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
導
入
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
進

方
策

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
交
通
円
滑
化
、
移
動
時
間
の
短
縮

⇒
札
幌
都
心
の
フ
ル
環
状
化
に
よ
る
通
過
交
通
の
排
除
、
さ
ら
に
は
冬
期
に
お
い
て
降
積
雪
の
影
響
を
受
け
な
い
路
線

と
な
る
た
め
に
よ
り
、
南
西
部
エ
リ
ア
ひ
い
て
は
市
全
域
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
円
滑
化
に
寄
与
。

小
樽
方
面

南
区
役
所
付
近

～
札
幌
西
IC

付
近

5
4
分
（2

0
.9

k
m

※
１
）

⇒
2
1
分

（
2
0
.9

k
m

※
２
）

※
１

現
況
の
距
離
、
旅
行
時
間
は
、

「
R3
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
」

よ
り
算
出

※
２

現
時
点
で
は
整
備
ル
ー
ト
・
既
存
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続
位
置
を
確
定
で

き
な
い
た
め
、
旅
行
時
間
は
整
備
前
後
で

距
離
が
同
じ
と
仮
定
し

60
km

/h
で
算
出

道
央
道

札
樽
道

縦
貫
道

至
定
山
渓

・
ル
ス
ツ

至
小
樽

至
旭
川

至
千
歳

・
苫
小
牧

至
支
笏
湖

非
積
雪
期
移
動
時
間
（
分
）

南
区
役
所

札
幌
⻄

IC
千

歳
・苫

小
牧

方
面

①

南
区

役
所

付
近

～
大

谷
地

IC
付

近

2
7
分

（1
2
.6

k
m

※
１
）

⇒
1
3
分

（1
2
.6

k
m

※
２
）

非
積

雪
期

移
動

時
間

（分
）

千
歳

・苫
小

牧
方

面
②

南
区

役
所

付
近

～
北

広
島

IC
付

近

3
4
分

（1
6
.8

k
m

※
１
）

⇒
1
7
分

（1
6
.8

k
m

※
２
）

非
積

雪
期

移
動

時
間

（分
）

北
広
島

IC

大
谷
地

IC

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】

出
典

：
「
札

幌
市

総
合

交
通

計
画

 
改

定
版

（
概

要
版

）
」
2
0
2
0
年

3
月

ht
tp
s:/

/w
w
w
.c
ity

.sa
pp

or
o.
jp
/s
og

ok
ot
su
/s
hi
sa
ku

/s
og

ok
ot
su
ke
ik
ak
u/
do

cu
m
en

ts
/0
4g

ai
yo

u.
pd

f

札
幌
市
南
西
部
に
お
け
る
新
た
な
環
状
高
速
交
通
体
系

の
整
備
に
よ
る
移
動
時
間
の
短
縮
効
果
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の

確
保

・既
存
の
北
東
側
環
状
道
路
（札

樽
道
）と

の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
特
に
冬
期
の

幹
線
道
路
網
の
寸
断
リ
ス
ク
を
緩
和
し
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
確
保
に
貢
献
。

■
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

・札
幌
都
市
圏
へ
の
通
過
交
通
流
入
の
抑
制
に
よ
り
、
札
幌
都
市
圏
全
体
の
交
通
円
滑
化

に
寄
与
し
、
C
O
2
排
出
量
を
削
減
。

■
南
区
の
産
業
振
興

・南
区
周
辺
に
お
け
る
物
流
の
円
滑
化
に
伴
う
産
業
振
興
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
。

【
札
幌
環
状
高
速
道
路
の
整
備
】
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提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
第
二
青
函
）
の
整
備

⑨
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北
海

道
の

現
状

と
課

題

■
北
海
道
～
本
州
間
は
鉄
路
の
み

⇒
物
流
・旅

客
流
動
の
根
幹
と
な
る
道
路
が
津
軽
海

峡
に
必
要

■
高
い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
コ
ス
ト

（物
流
シ
ェ
ア
の
8
0
％
）

⇒
食
料
供
給
基
地
と
し
て
北
海
道
の
更
な
る
成
長
、
農
業
の
振
興

に
は
、
物
流
ル
ー
ト
の
新
設
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
縮
減
、
迅
速

化
が
必
要

■
青
函
ト
ン
ネ
ル
で
減
速
す
る
新
幹
線

⇒
本
来
の
高
速
性
発
揮
に
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
新
幹
線

専
用
化
が
必
要

（鉄
道
貨
物
を
別
ル
ー
ト
へ
）

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
コ
ス
ト
の
比
較

（
札
幌
：
＋
5
5
,0

0
0
円
）

海
峡
道
路
・
海
峡
大
橋

（
北
海
道
～
本
州
は
鉄
路
の
み
）

出
典

：
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
料

金
の

市
場

調
査

【津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
第
二
青
函
）
の
整
備
】
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｢
津

軽
海

峡
ト
ン

ネ
ル

｣
の

提
言

■
自
動
運
転
車
専
用
道
路
（片

側
一
車
線
）＋

鉄
道
貨
物
（単

線
）を

併
用
し
た
ト
ン
ネ
ル
で
整
備

⇒
延
長
L
=
約
3
1
㎞
、
内
径
φ
1
5
m

■
概
算
事
業
費

⇒
約
7
,2

0
0
億
円
(設

計
費
込
、
税
抜
）

ト
ン
ネ
ル

断
面

（
内

径
φ

1
5
m
）

■
事
業

方
式

＊
建
設
1
5
年
、
償
還
3
2
年

⇒
P
F
I（
B
T
O
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
）

内
径
φ
15
,0
00
㎜

津
軽

海
峡

ト
ン
ネ
ル

位
置

(ア
ク
セ
ス
道
路
、在
来
線
との
接
続
は
国
の
直
轄
事
業
を
想
定
)

【津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
第
二
青
函
）
の
整
備
】
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推
進

方
策

（
シ

ー
ル

ド
工

法
の

採
用

と
コ

ス
ト

削
減

の
工

夫
）

■
ト
ン
ネ
ル
延
長
の
短
縮
（青

函
ト
ン
ネ
ル
【5

3
.8

㎞
】の

6
割
弱
に
）

⇒
平
均
勾
配
（1

.3
％
）、

最
大
勾
配
（2

.5
％
）、

土
被
り
（２

D
：3

0
m
）と

計
画
す
る
こ
と
で

建
設
費
を
削
減

■
ト
ン
ネ
ル
断
面
の
縮
小
（内

径
φ
1
5
ｍ
の
実
現
）

⇒
自
動
運
転
に
よ
る
安
全
性
向
上
か
ら
道
路
幅
員
を
縮
小
、
セ
グ
メ
ン
ト
継
手
部
の
止
水
性
の

向
上
に
よ
り
二
次
覆
工
を
省

略
し
て
建

設
費

を
削

減

11
..00

66
%%

00
..66

22
%%

（（
平平

均均
勾勾

配配
11
..33

％％
））

水水
深深

--
11
33
00
mm

、、
土土

被被
りり

33
00
mm

【津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
第
二
青
函
）
の
整
備
】

■
ト
ン
ネ
ル
の
高
品
質
化

⇒
高
品
質
(工

場
製
作
)・
高

強
度

セ
グ
メ
ン
ト
で
耐

久
性

を
向

上
⇒
ト
ン
ネ
ル
の
密
実
化
に
よ
り
湧
水
を
な
く
し
維
持
管
理
費
を
削
減
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

■
函
館
～
青
森
間
の
自
動
車
に
よ
る
所
要
時
間
を
5
時
間
か
ら
2
時
間
3
0
分
へ
5
0
％
短
縮

■
新
幹
線
専
用
化
に
よ
り
、
全
て
の
新
幹
線
の
高
速
化
が
可
能

（札
幌
か
ら
５
時
間
程
度
で
東
京
に
つ
な
が
る
強
力
な
鉄
道
迂
回
路
に
！
）

■
物
流
の
増
加
、
交
流
人
口
・消

費
増
加
（観

光
）に

よ
る
経
済
効
果
は
総
額
8
7
8
億
円
/年

■
青
函
圏
へ
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
交
通
（高

速
バ
ス
）、

観
光
事
業
の
提
供

■
函
館
～
青
森
間
の
大
型
車
の
物
流
コ
ス
ト
を
5
2
,1
6
0
円
か
ら
2
8
,2

0
0
円
へ
4
6
％
削
減

■
将
来
の
高
速
道
路
無
人
運
転
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
（札

幌
～
大
都
市
圏
）に

よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
解
消

■
鉄
道
貨
物
に
よ
る
安
定
輸
送
の
実
現
と
と
も
に
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
過
密
ダ
イ
ヤ
を
緩
和
し
、
大
規
模
改
修
へ
の
備
え
が
可
能

【津
軽
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
第
二
青
函
）
の
整
備
】
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